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「子どもの森づくり運動」とご縁をもたせていただいた方々に、活動情報を
お送りさせていただいております。ご意見など賜れば幸いです。

関東地方でも梅雨があけ、一気に夏がやってまいりました。
子どもたちは、「ボクナツ」（僕たち、わたしたちの夏休み）を経て、

夏の入道雲のようにムクムクと「元気」を育みます。
わたしたちの活動も、そんな子どもたちの「元気」を育む

環境づくりを目指したいと思います。

「子森通信」の７月号をお送りします。
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■「子どもの森づくり運動」とは
今子どもたちは、高度な情報化社会の中でバーチャルな環境に取り囲まれ、本物の自然体験活動から
遠ざけられています。 しかし、子どもたち（特に幼少期の）は、変化に富んだ自然体験活動の中でこそ、
五感を通じて豊かな感性や健全な環境意識、そして子ども本来の生きる力を育みます。

「子どもの森づくり運動」は、全国の保育園・幼稚園を拠点に、一貫した森づくり活動を通じて、幼少期の
子どもたちに「生きる力」と「健全な環境意識」を育むための自然体験活動と環境学習の場を提供しようと
いう全国運動です。

■「ＪＰ子どもの森づくり運動」とは
２００８年より、日本郵政グループの特別協賛を得、都道府県に一園一事業、全国に普及活動の拠点づく
りを目指すフラグシップ事業「ＪＰ子どもの森づくり運動」を展開します。

■「子どもの森づくり運動」運営体制
・運 営 ：ＮＰＯ法人子どもの森づくり推進ネットワーク
・特別協賛 ：日本郵政グループ
・後援/協力 ：（社）全国私立保育園連盟 （社）大谷保育協会

（社）国土緑化推進機構 NPO法人Ｃ・Ｃ・Ｃ富良野自然塾、他



■二年目の活動レポート（２）

前回につづき、２００８年度実施園の二年目の活動レポートをお送りします。
事務局としては、二年目の活動においては以下の三つの項目をテーマとして活動をお願いしました。
①保護者への苗木のお披露目をする。
②子どもたちに、苗木を育てること、そして森の大切さを伝える。⇒オリジナルの絵本と紙芝居の活用
③子どもたちを見守る地域力を高めることを目的に、地域サポーターとしての地元郵便局や支店との
コラボレーションを積極的に推進する。

●東京都練馬区「清心幼稚園」（２００９年６月１７日）

お披露目会には、年中さんと年長さんの子どもたち、及びその保護者の方が参加してくれました。

園長先生から「皆さんのお兄さんお姉さんが植えたどんぐりの種が苗木になりました。みんなで元気に

育てましょうね。」とごあいさつがあり、その後、郵便事業（株）石神井支店滝沢支店長さんから、子ども

たち代表に絵本と紙芝居の贈呈が行われました。（事務局レポート）

●福井県大野市「大野幼稚園」（２００９年６月１８日）
６月１８日に「どんぐりのおひろめ会」を行いました。
郵便事業（株）大野支店吉内支店長さんから、素敵な絵本と紙芝居のプレゼントをいただき、早速、
園児たちといっしょに紙芝居を見ました。去年拾ったどんぐりの様子を、保護者や郵政さんにも見ていた
だきました。子どもたちは絵本のシールがことのほか気に入ったようです。

（大野幼稚園 藤園長先生レポート）



●大阪府東大阪市「木の実保育園」（２００９年６月２０日）

活動当日、最初の20分は環境学習として、先日インストラクターの金子さん、苫さんと一緒に園保育で
山登りをした際に見つけた動物のフンを導入として、生きている森（森のフンは酸素なんだよ）のお話
をして下さいました。その際に、当園ではお馴染みになりました、「くまこ（苫さん）」・「ちょびた（金子さ
ん）」が、ケンカをしながらも楽しく教えてくれました。 子どもたちは、お二人と一緒に遠足も行っており
ますしとっても馴染みやすく、わかりやすく、印象に残る学習となりました。その後、郵便事業（株）布施
支店 村井室長さんから園長先生に、紙芝居と絵本が贈呈されました。 紙芝居・絵本は今後の保育
で活用させて頂きます。保護者に対しても良いPRになりました。郵政さんとも、今後関係を深めて地域
力を上げたいと思います。 （木の実保育園 増山先生レポート）

●秋田県湯沢市「湯沢保育園」（２００９年７月１日）

湯沢保育園の岸園長先生から、郵便事業（株）湯沢支店 淀川支店長をご紹介いただき、支店長から
「みなさんが植えたどんぐりが芽を出しています。森に植えて大きくおおきく育ててください。子どもの森
で歌を歌い、いっぱい遊んでください。私たちは子どもの森が大きくなるよう精一杯応援します。」との
あいさつがありました。その後、支店長から園児代表に、絵本と紙芝居が贈呈されましたが、園長先生
から 「絵本は全員にプレゼント。絵本にははがきもシールもついています」 と紹介されると、園児から
歓声があがりました。（郵便事業（株）湯沢支店レポート）



■広報活動レポート：都会に森がやって来る２００９「森の樂校」開催

・日 時：２００９年７月３日（金）～５日（日） ・会 場：池袋サンシャインシティ・文化会館
・主 催：子どもの森づくり推進ネットワーク ・併催イベント：東京アウトドアズフェスティバル２００９
・内 容：会場内に本物の木で作った遊具を配置。本物の森に出かけるきっかけや、森の大切さを

体感してもらうことを目的に開催。約二万人の来場者がありました。



■ＪＰ（フラグシップ）園普及状況

全国都道府県に一園、拠点として活動していただくフラグシップ園作りを目指す「ＪＰ子どもの森づくり運動」
の普及活動も、２００９年７月現在、３９都道府県が決定し、さらに３県が内定しました。おかげ様で、幼少期
の子どもたちの体験活動を推進する大きなネットワークが構築されました。事務局としては、ひきつづき、
全国シェアを目指して普及活動に務めます。今後とも皆様のご協力をお願い申し上げます。

２００９年度より「ＪＰ子どもの森づくり運動」にご参加いただいた新規園の活動が、秋の種拾いから
始まります。現在、事務局では下記のスケジュールで、実施日に関するアンケート送付を予定して
おります。ご協力をお願い申し上げます。

（７月）
・実施日調査アンケート
・ポスターの送付

（８月）
実施日決定

（９月）
・活動事前調査
・担当インストラクター
の決定

■２００９年度新規園「種拾い活動」実施日アンケートのお願い


